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評価に要する時間が長くなる。一方，後者の電気化学的手法は短

時間で腐食形態濯を軽

逆数をプロットし，外挿することによって自己腐食電流密度に

おける腐食形態評価係数を見積もることができる。

ここで腐食形態が腐食環境の溶液組成のみに依存する，すな

わち溶液組成が同じであると仮定すると，アノード電解より求
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